
Google earthより

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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明治政府北海道と改称し、日本であることを宣言明治2年（1869年）

鈴木英一，北海道の開発を牽引した「石狩川の治水」，インフラ整備70周年講演会資料（2021.5）より

150年経っても北海道の地政学的意味は変わらない！？

明治期 草創期の北海道開発 2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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鈴木英一，北海道の開発を牽引した「石狩川の治水」，インフラ整備70周年講演会資料（2021.5）より

明治期 草創期の北海道開発
2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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明治31年洪水

浸水面積
41,130町歩
14日間氾濫が
続いた

鈴木英一，北海道の開発を牽引した「石狩川の治水」，インフラ整備70周年講演会資料（2021.5）より

明治期 草創期の北海道開発
2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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捷水路工事
15か所完成
40km短縮

昭和20年の石狩平野

捷水路工事
15か所完成
40km短縮

鈴木英一，北海道の開発を牽引した「石狩川の治水」，インフラ整備70周年講演会資料（2021.5）より

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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石狩川の水位低下と平野内の水位低下

河川水位2m低下

鈴木英一，北海道の開発を牽引した「石狩川の治水」，インフラ整備70周年講演会資料（2021.5）より

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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終戦後（昭和20年）の北海道の役割

昭和期 戦後の北海道開発

鈴木英一，北海道の開発を牽引した「石狩川の治水」，インフラ整備70周年講演会資料（2021.5）より

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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石狩川沿川の大湿地は広大な農地へ

北海道開発局札幌開発建設部HP https://www.hkd.mlit.go.jp/sp/kasen_keikaku/e9fjd60000000rr7.html より

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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佐藤友徳，北海道の開拓に伴う地域気候の変化，細氷，57，2011より

土地利用の変遷
2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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（一財）石狩川振興財団 川と人 VOL.36（2013.9）より

土地利用の変遷 石狩川下流域 2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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国土交通省HP https://www.mlit.go.jp/hkb/plan.htmlより

各期の北海道総合開発計画の概要
2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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第９期北海道総合開発計画（素案）より抜粋

2050年の北海道の将来像

① 食、観光、脱炭素化等の北海道の強みを活かした産業が国内外に展
開し、豊かな北海道が実現することで、我が国の経済安全保障に貢
献している。

② デジタルの実装により、北海道内の地方部における定住・交流環境
が維持されるとともに、国内外から人を魅きつける多様な暮らし方
が実現している。

第９期北海道総合開発計画の目標（2024年度からおおむね10年）

目標１ 「我が国の豊かな暮らしを支える北海道～食料安全保障、観光
立国、ゼロカーボン北海道」

目標２ 「北海道の価値を生み出す北海道型地域構造～生産空間の維
持・発展と強靱な国土づくり」

その主要施策のひとつとして，

生産空間を守り安全・安心に住み続けられる強靱な国土づくり

→流域治水の推進

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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国益の観点から見た北海道のStats 2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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農林水産省 北海道農政事務所 グラフでみる平成30年間の北海道農業（2020.12）より

国益の観点から見た北海道のStats 2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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北海道 北海道グローバル戦略 2023改訂版（2023.9）より

グローバルな観点から見た北海道のStats
2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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北海道 北海道グローバル戦略 2023改訂版（2023.9）より

グローバルな観点から見た北海道のStats
2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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北海道ならではの治水事業，流域治水の必要性

国策，国益にかなう戦略性 based on 北海道総合開発計画
領土保全

食料安全保障

経済安全保障 半導体

観光

自然環境

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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治水事業を展開するうえで農業のリスク評価が不可欠

気候変動影響（ハザード）の増大

元々湿地，低平地だった農地（脆弱性）

農業生産（暴露）の増大



対象流域

北海道石狩川流域 千歳川

0m 5,000m

千歳川

石狩川

標高(T.P.m）

新千歳空港

石狩川流域

千歳川流域

低平地を緩勾配で流れる

下流端で石狩川と合流

石狩川からの背水と千歳川の流出の
両方の影響を受ける

合流点

（河床勾配：下流部で約 1/7,000
夕張川下流部は約 1/1,700，豊平川下流部は約1/1,000）

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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対象流域

石狩川

千歳川

北海道石狩川流域 千歳川

1981年8月に石狩川流域で
観測史上最大の降雨

石狩川の水位が高い状態で
千歳川にも降雨

バックウォーターの影響で
大規模な洪水氾濫

合流点

出典 :国土交通省北海道開発局

沿線6市町村の農業被害額：
約188億円

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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アンサンブル雨量
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年最大72時間雨量（mm/72h）

度数（観測値，1926～2018） 度数（現在気候，3,000年分）
累積度数（観測） 累積度数（現在気候）

石狩川流域の年最大72時間雨量

観測 現在気候

平均値 81 77
中央値 73 69
最大値 282 372

・平均値・中央値ともに近い値 類似の傾向がある

・最大値は現在気候のほうが大きい 気候の不確実性を考慮できる

現在気候最大値

(372mm/72h)

観測最大値

(282mm/72h)

関洵哉（現千歳川河川事務所），中津川誠，Nguyen Thanh Thu，気候変動による背水影響の増大に伴う低平地河川の農作物被害額
の推定，土木学会論文集B1(水工学) Vol.77, No.2, I_25-I_30, 2021. より，DOI https://doi.org/10.2208/jscejhe.77.2_I_25

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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水位計算結果
石狩川水位 千歳川水位

順位 ケース
合流点水位

(m)

1 PC2006
(HPB_m043_2006) 12.4

2 PC1968
(HPB_m063_1968) 12.2

3 PC1976
(HPB_m010_1976) 12.2

4 PC2007
(HPB_m065_2007) 11.5

5 PC1957
(HPB_m004_1957) 11.2

順位 ケース
裏の沢水位

(m)

1 PC2006
(HPB_m043_2006) 13.0

2 PC1968
(HPB_m063_1968) 12.7

3 PC1976
(HPB_m010_1976) 12.2

4 PC2007
(HPB_m065_2007) 11.7

5 PC2002
(HPB_m089_2002) 11.5

現在気候

将来気候

順位 ケース
合流点水位

(m)

1 FC2062
(HFB_MP_m112_2062) 15.1

2 FC2052
(HFB_GF_m110_2052) 14.4

3 FC2094
(HFB_MI_m108_2094) 14.4

4 FC2072
(HFB_GF_m104_2072) 14.0

5 FC2065
(HFB_HA_m102_2065) 13.3

順位 ケース
合流点水位

(m)

1 FC2062
(HFB_MP_m112_2062) 14.5

2 FC2094
(HFB_MI_m108_2094) 14.1

3 FC2052
(HFB_GF_m110_2052) 14.0

4 FC2072
(HFB_GF_m104_2072) 13.6

5 FC2062
(HFB_MR_m102_2062) 13.2

d4PDF

既往最大：9.3 m 既往最大：9.5 m
関洵哉（現千歳川河川事務所），中津川誠，Nguyen Thanh Thu，気候変動による背水影響の増大に伴う低平地河川の農作物被害額
の推定，土木学会論文集B1(水工学) Vol.77, No.2, I_25-I_30, 2021. より，DOI https://doi.org/10.2208/jscejhe.77.2_I_25

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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水位計算結果

67h

75h 119h

将来気候ではさらに強い背水影響を受ける

合流点水位と裏の沢水位のピークが同時に発生

111h

合流点水位 裏の沢水位

石狩川からの背水と千歳川からの流出が同時に影響

関洵哉（現千歳川河川事務所），中津川誠，Nguyen Thanh Thu，気候変動による背水影響の増大に伴う低平地河川の農作物被害額
の推定，土木学会論文集B1(水工学) Vol.77, No.2, I_25-I_30, 2021. より，DOI https://doi.org/10.2208/jscejhe.77.2_I_25

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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関洵哉（現千歳川河川事務所），中津川誠，Nguyen Thanh Thu，気候変動による背水影響の増大に伴う低平地河川の農作物被害額
の推定，土木学会論文集B1(水工学) Vol.77, No.2, I_25-I_30, 2021. より，DOI https://doi.org/10.2208/jscejhe.77.2_I_25

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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2. 農作物資産額計算1.洪水氾濫計算（RRI）

4m ~
3m ~ 4m
2m ~ 3m
1m ~ 2m

~ 1m

浸水深
田

畑

3. 農作物被害額推定

被害想定方法

関洵哉（現千歳川河川事務所），中津川誠，Nguyen Thanh Thu，気候変動による背水影響の増大に伴う低平地河川の農作物被害額
の推定，土木学会論文集B1(水工学) Vol.77, No.2, I_25-I_30, 2021. より，DOI https://doi.org/10.2208/jscejhe.77.2_I_25

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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浸水深 0.5m未満 0.5～0.99m 1.0m以上

浸水日数 1～2 3～4 5～6 7以上 1～2 3～4 5～6 7以上 1～2 3～4 5～6 7以上

水稲 21 30 36 50 24 44 50 71 37 54 64 74
畑平均 27 42 54 67 35 48 67 74 51 67 81 91

(%)

農地ごとの資産額（円）

農作物被害率

総被害額 = 原単位[円 / ] ×面積[ ] ×被害率[%]
農作物被害額計算

出典 :国土交通省『治水経済調査マニュアル』

被害想定方法

関洵哉（現千歳川河川事務所），中津川誠，Nguyen Thanh Thu，気候変動による背水影響の増大に伴う低平地河川の農作物被害額
の推定，土木学会論文集B1(水工学) Vol.77, No.2, I_25-I_30, 2021. より，DOI https://doi.org/10.2208/jscejhe.77.2_I_25

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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被害想定方法

直接被害

農作物被害

農地被害

水路等の農業用施設破損

間接被害 営業停止による損失 他

農業被害

農業被害の種類

・間接被害は推定手法が確立されておらず具体的な算出は困難

・直接被害の内、農作物は作付面積や収穫量などデータが豊富

関洵哉（現千歳川河川事務所），中津川誠，Nguyen Thanh Thu，気候変動による背水影響の増大に伴う低平地河川の農作物被害額
の推定，土木学会論文集B1(水工学) Vol.77, No.2, I_25-I_30, 2021. より，DOI https://doi.org/10.2208/jscejhe.77.2_I_25

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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農作物被害額計算結果

順位 ケース
農作物被害額

(億円)
1 PC2006 108.8
2 PC1968 101.8
3 PC2002 96.8

順位 ケース
農作物被害額

(億円)
1 FC2065 113.3
2 FC2062 113.1
3 FC2059 111.1

現在気候 将来気候

ケース
農作物被害額

(億円)
1981 97.7

実績

※被害額は2015年での価格

2ケース 18ケース

将来気候では，気候変動により既往最大の農作物被害額を上回る確率が上昇

関洵哉（現千歳川河川事務所），中津川誠，Nguyen Thanh Thu，気候変動による背水影響の増大に伴う低平地河川の農作物被害額
の推定，土木学会論文集B1(水工学) Vol.77, No.2, I_25-I_30, 2021. より，DOI https://doi.org/10.2208/jscejhe.77.2_I_25

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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農作物被害額計算結果

PC2006 HA2065
合流点水位: 12.4 (m)

石狩川流域平均
72時間最大雨量:

366 (mm)

千歳川流域平均
72時間最大雨量:

626 (mm)

農作物被害額:
108.8 (億円)

農作物被害額:
113.3 (億円)

合流点水位: 13.3 (m)

現在気候 将来気候

石狩川流域平均
72時間最大雨量:

328 (mm)

千歳川流域平均
72時間最大雨量:

408 (mm)

関洵哉（現千歳川河川事務所），中津川誠，Nguyen Thanh Thu，気候変動による背水影響の増大に伴う低平地河川の農作物被害額
の推定，土木学会論文集B1(水工学) Vol.77, No.2, I_25-I_30, 2021. より，DOI https://doi.org/10.2208/jscejhe.77.2_I_25

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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d4PDFでの農作物被害額

順位 ケース
農作物被害額

[億円]

1 HPB_m043_2006 108.8
2 HPB_m063_1968 101.8
3 HPB_m089_2002 96.8
4 HPB_m004_1957 95.9
5 HPB_m010_1976 93.9

20 HPB_m024_1996 72.8

現在気候

順位 ケース
農作物被害額

[億円]

1 HFB_HA_m102_2065 113.3
2 HFB_MP_m112_2062 113.1
3 HFB_MI_m106_2059 111.1
4 HFB_MI_m108_2094 110.3
5 HFB_GF_m110_2052 109.6

36 HFB_GF_m111_2109 81.8

将来気候

11 HFB_MR_m105_2091 103.0

ケース
農作物被害額

(億円)
1981 97.7

実績

千歳川の超過確率1/150を上回る降雨では現在気候で73億円、
将来気候で82億円以上の被害が推定される

関洵哉（現千歳川河川事務所），中津川誠，Nguyen Thanh Thu，気候変動による背水影響の増大に伴う低平地河川の農作物被害額
の推定，土木学会論文集B1(水工学) Vol.77, No.2, I_25-I_30, 2021. より，DOI https://doi.org/10.2208/jscejhe.77.2_I_25

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料
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治水施設の効果検証

2024.3.5 第４回流域治水のあり方検討会 中津川資料

30関洵哉（現千歳川河川事務所），中津川誠，Nguyen Thanh Thu，気候変動による背水影響の増大に伴う低平地河川の農作物被害額
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原単位の計算

1981年洪水での北海道全域の農業総被害額：1,037億円

1981年洪水での北海道全域の農作物被害額：631億円

農業総被害額は農作物被害額の約1.64倍

千歳川流域のみで、現在気候で最大178億円
将来気候で最大186億円の農業総被害額が推算される

関洵哉（現千歳川河川事務所），中津川誠，Nguyen Thanh Thu，気候変動による背水影響の増大に伴う低平地河川の農作物被害額
の推定，土木学会論文集B1(水工学) Vol.77, No.2, I_25-I_30, 2021. より，DOI https://doi.org/10.2208/jscejhe.77.2_I_25
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まとめと課題

本川，支川合わせた解析により，合流点の評価

アンサンブルデータを用いた解析では総雨量だけでなく，（本川，支
川の）降雨，水位の時間変化をしっかりと分析することが必要

最大浸水深だけでなく，浸水時間，流速による被害想定

内水と治水施設（遊水地，排水機場）の適切な評価

間接被害の評価
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